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灰と水をかき混ぜ、上澄みの灰汁を別のバケツに、ゴミよけのフルイを通して移す。
元のバケツの水が透き通るまで水を入れ上澄みを移す。

元のバケツに残った砂は捨てる。灰が沈殿するのを待ち、上水を捨てる。20回ぐらい
繰り返す。

※昔、染め物の紺屋は、灰の上澄みを媒染
として使っていました。残った灰は焼物屋
が紺屋から買います。
つまり、水溶性のアルカリは紺屋で、不

溶性のアルカリを、焼物屋で使っていたわ
けです。

布を敷いた笊にあけ、乾燥させる。
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